
【
中
部
】
バ
イ
オ
研
究
開
発
の
バ
イ
オ
ジ
エ

ー
‐
ツ
ト
（
う
る
ま
市
、
塚
原
正
俊
代
表
）
と
奈
良

一
一
一
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
一
員
木
博
史
教
授

一
は
こ
の
ほ
ど
、
泡
盛
を
発
酵
さ
せ
る
従
来
の
酵

母
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
似
た
よ
り
香
り
成
分
の

強
い
酵
母
を
新
た
に
分
離
し
た
。
す
で
に
新
里

酒
造
と
２
０
１
５
年
度
内
の
商
品
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
実
現
す
れ
ば
商
品
の
多
様

化
も
期
待
で
き
る
。
四
日
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
中

部
支
社
を
訪
れ
報
告
し
た
。
．
．
：
・

県
の
琉
球
泡
盛
調
査
研
究
支
援
事
業
の
一
環

蕊
蕊

香り成分が向上した101H酵母

15年度にも商品化バイオジェット社など研究
1

で
、
琉
球
大
学
も
共
同
研
究
し
た
。
‐
！

泡
盛
は
一
般
的
に
、
原
料
の
タ
イ
米
に
黒
こ

う
じ
菌
を
加
え
黒
こ
う
じ
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

水
と
酵
母
を
混
ぜ
発
酵
さ
せ
、
蒸
留
す
る
。
酵

母
は
泡
盛
の
風
味
に
強
く
影
響
す
る
。

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
泡
盛
は
泡
立
ち
が
少
な

く
生
産
効
率
の
高
い
「
１
０
１
号
」
と
呼
ば
れ

る
酵
母
が
使
わ
れ
て
い
る
。

今
回
へ
高
木
氏
が
研
究
し
て
い
る
ア
ミ
ノ
酸

に
蕾
目
し
て
、
１
０
１
号
酵
母
株
を
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
下
で
培
養
。
香
り
成
分
の
酢
酸
イ
ソ
ア

ミ
ル
に
変
化
す
る
ア
ミ
ノ
酸
が
多
い
「
１
０
１

Ｈ
（
ハ
イ
パ
ー
）
酵
母
」
を
得
る
の
に
成
功
し
た
○

新
酵
母
は
１
０
１
号
酵
母
に
比
べ
、
ブ
ラ
ン

デ
ー
や
果
実
の
よ
う
な
香
り
成
分
が
１
．
５
倍

～
２
倍
多
く
含
ま
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
高
生
産

す
る
特
性
も
引
き
継
い
で
い
る
。
塚
原
氏
は
「
よ

り
深
い
味
わ
い
に
な
れ
ば
お
も
し
ろ
い
。
従
来

の
も
の
と
差
別
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
泡
盛

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
期
待
し
た
。

101H酵母の分離に成功した奈良

先端科学技術大学院大学の 高木教

授（中央）とバイオジェッ トの塚
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